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法政大学出版局◉新刊のご案内	 2020 年 11 月 9 日

①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2020年12月7日配本　定価5060円（本体4600円＋税） A5判上製・288頁
山本卓 著 

二〇世紀転換期イギリスの福祉再編 リスペクタビリティ
と貧困            ISBN978-4-588-62543-5 C3031

　20世紀初頭、イギリスでは救貧の考え方に則らない新たな社会保障制度が創設された。本書はこの老齢年金、国
民健康保険、失業保険の3つの制度を取り上げ、公助を再定位した福祉再編の歴史的過程を考察する。自立的生
活の基盤が脆弱で支援が必要だとされるリスペクタブルな貧者は、どのように社会問題化し、また社会権付与の
対象を制限したのか。現代の社会福祉政策にいたる前史を追う。 【政治史・福祉】

☆関連書：ホブハウス『自由主義』（大月書店）、田多英範『世界はなぜ社会保障制度を創ったのか』（ミネルヴァ書房）ほか。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2020年12月10日配本　定価4620円（本体4200円＋税） 四六判上製・384頁
リチャード・Ｊ．バーンスタイン 著／齋藤元紀 監訳／梅田、大久保、大森、川口、渡辺 訳 《叢書・ウニベルシタス 1126》

暴力 手すりなき思考  ISBN978-4-588-01126-9 C1310

★ 　戦争や暴動がすぐそばにある時代に、私たちは「暴力」をどう考えればいいのか。早急な正当化や基礎づけ主義、
ニヒリズムに抗して、自由で公平な議論を創り出すために、暴力をめぐる絶えざる反省、「手すりなき思考」が今こそ
必要だと問いかける。暴力について深く考え抜いた５人の思想家、シュミット、ベンヤミン、アーレント、ファノン、ア
スマンの書物から、根源的な暴力論を切り開く。 【哲学・現代思想】

☆関連書：バーンスタイン『根源悪の系譜』（小局刊）、酒井隆史『暴力の哲学』（河出書房新社）。
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部数帖合・番線 法政大学出版局　2020年12月24日配本　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・382頁
ジャン＝フランソワ・リオタール 著／星野太 訳 《叢書・ウニベルシタス 1125》

崇高の分析論　カント『判断力批判』についての講義録 ISBN978-4-588-01125-2 C1310

★★　哲学史上、美と崇高の主題をめぐる記念碑的なテクストとなった『判断力批判』。理性・悟性・構想力、趣味と合目
的性、快と不快、美感的なものと共通感覚などの近代的概念は、超越論的反省のなかで道徳や倫理といかなる関
係を結んだのか。晩年のリオタールが、難解で知られる「崇高の分析論」の諸節に焦点をあて、三批判書とともに
徹底読解したスリリングな講義録。 【哲学・思想】

☆関連書：星野太『崇高の修辞学』（月曜社）、マンチェフ『世界の他化─ラディカルな美学のために』（小局刊）。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2020年1月上旬配本　定価3300円（本体3000円＋税） 四六判上製・262頁
ジル・ドゥルーズ 著／宇野邦一 訳 《叢書・ウニベルシタス 1127》

プルーストとシーニュ 〈新訳〉 ISBN978-4-588-01127-6 C1398

★★　『失われた時を求めて』は真実の探求であり、この作品は哲学と競合する。プルーストは、哲学の思考と対立するよ
うな思考のイメージを打ち立てる。そしてドゥルーズは、プルーストとともに、哲学の超越主義、合理主義、主意主
義を徹底的に批判し、哲学の伝統に抗して哲学する。シーニュ、文学機械、スタイル、狂気の現前と機能など、ドゥ
ルーズが重要な概念の創造とともに改訂してきた決定版を新訳。 【哲学・文学】

☆関連書：ドゥルーズ＋ガタリ『カフカ〈新訳〉』、ドゥルーズ『ベルグソニズム〈新訳〉』（小局刊）。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2020年12月25日配本　定価8580円（本体7800円＋税） A5判上製・624頁＋口絵32頁
ジェイン・リダデール、メアリー・ニコルソン 著／宮田恭子 訳 

ディア・ミス・ウィーヴァー ハリエット・ショー・ウィーヴァー伝
1876-1961　　　　　　　　　  ISBN978-4-588-49517-5 C0098

　フェミニズム批評誌『フリーウーマン』およびモダニズム文芸誌『エゴイスト』の誌面より、ジェイムズ・ジョイス、T・
S・エリオット、エズラ・パウンドら若き天才たちの作品を世に送り出した女性出版社主・編集者にして社会運動家、
ハリエット・ウィーヴァーの評伝。ジョイスの創作を物心両面で支え、文学史に屹立する大作『ユリシーズ』『フィネ
ガンズ・ウェイク』の刊行に尽力した信念の人の生涯をたどる。 【英米文学・伝記】

☆関連書：宮田恭子『ジョイスのパリ時代』『ルチア・ジョイスを求めて』（以上、みすず書房刊）ほか。


